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Synopsis

 A typical yellow leaf curl disease severely occurred in tomato plants of our greenhouses. The symptom was similar to the 

disease caused by tomato yellow leaf curl virus  (TYLCV). To identify a causal pathogen, tomato plants showing the typical 

symptom and whiteflies on the plants were tested for their viruliferousness with a commercial TYLCV detection kit. All 

tomato plants and whiteflies tested were positive for infection with TYLCV. Moreover, biotypes of collected whiteflies were 

examined using the same PCR method. The present survey revealed that 31 whiteflies were biotype B and five whiteflies 

were biotype Q of Bemisia tabaci.
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緒言

筆者 らは近畿大学農学部(奈 良県)に おいて ト

マ トの一段 採 り密植栽培 を実施 してい るが,近

年,近 畿地区において もトマ ト黄化葉巻病の発生

が問題 となって きた払7)。 そ こで,2007年 の栽

培 か ら黄 化葉巻症 状 の調査 を開始 した ところ,

2009年7月,養 液栽培 トマ トに黄化 葉巻 の症状

が確認 され,温 室内にタバ ココナジラミが発生 し

ていた ことから,ト マ ト黄化葉巻病の可能性が示

唆 された。本実験では,黄 化葉巻の症状 を示す ト

マ トか ら トマ ト黄化葉 巻病 ウイルス(TYLCV)

の検 出を試みるとともに,タ バ ココナジラミのバ

イオタイプの確認 を行 ったので報告する。
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材料 と方法

トマ トおよびタバ ココナジラミからのTYLCVの

検 出

養液栽培 トマ ト(品 種マネーメーカー)か ら黄

化葉 巻 症 状 を示 す トマ トの 上位 葉 を採 取 し,

LAMP-PCRに よる トマ ト黄化葉巻病診断キ ッ ト

(ニ ッポ ンジー ン)を 用 いてTYLCVの 検 出を

行った。対照 としては,野 菜茶業研究所か ら分譲

された感染株 と制御温室で生育 させた健全な トマ

ト株 を使用 した。なお,TYLCVに 感染 した トマ

ト苗 は,筆 者 らの研究室 で考案 した静電場 スク

リーンを用いて育苗ボ ックスを作製 し,タ バ ココ

ナジラミの侵入 と逃避 を厳密に制御 した状況下で

継代 ・育成 したL3・5・6)。

2010年7月,温 室 内か らタバ コ コナジラ ミを

採 取 し,前 述の診断 キ ッ トを用いてTYLCVの

保毒の有無を調査 した。対照 としては,研 究室で

継代飼育 しているTYLCVを 保毒 していない タ

バココナジラ ミ(バ イオ タイプBお よびQ)を 使

用 した。 なお,タ バ ココナジラ ミバ イオタイプB

は野菜茶業研究所の本多健一郎氏から,バ イオタ

イプQは 奈良県農業総合センターの井村岳男氏か

ら分譲 された系統 を用いた。 タバココナジラ ミの

継代 には,前 述の静電場スクリー ンを用いて昆虫

飼育 ボックスを作製 し,2つ のバイオタイプを隔

離 して飼育 した。Figurelに 静電場 スク リー ン

を利用 した トマ トの育成装置を示す。

タバ ココナジラ ミのバイオタイプの検定

温 室 内 か ら タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ を採 取 し,

LAMP-PCRに よるタバ ココナジラミバ イオタイ

プ検出キッ ト(ニ ッポンジー ン)を 使用 し,バ イ

オタイプの確認を行った。対照 としては,前 述の

バ イオタイプBお よびバイオ タイプQを 使用 し

た。

結果 および考察

調査 した全ての黄化葉巻症状 を示す トマ トか ら

陽性反応が確認 された(Tablel)。 また,そ れ ら

黄化葉巻症状 を示す トマ トか ら採集 したタバ ココ

ナ ジラ ミに もTYLCVの 陽性 反応が確認 された

(Table2)。 次に,温 室 内か らランダムに採 集 し

た40匹 の タバ ココナ ジラ ミのバ イオ タイプは,

31匹 がバイオ タイプBで あ り,5匹 がバ イオタイ

プQで あった(Table3)。

以上の結果か ら,近 畿大学農学部の実験温室に

お い て トマ トに発 生 した黄 化葉 巻 の症 状 は,

TYLCVに よる トマ ト黄化葉巻病であることが明

らかとなった。 また,温 室内のタバ ココナジラミ

はバ イオタイプBが 中心であ ることが確 認 され

た。

近年,奈 良県および隣接する大阪府,京 都府に

おいて もタバ ココナジラミバイオタイプQの 発生

が報告 されてお り,バ イオタイプQの 侵入拡大が

危惧 される。今後,定 期的にタバ ココナジラミの

バイオタイプを調査 し,バ イオタイプの発生動向

と トマ ト黄化葉巻病の発生状況 を検討 してい く予

定である。
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Fig. 1. Diagrammatic explanation of a method to maintain viruliferous whiteflies in the growth box furnished with 
    the electric field screens (EFS) on all lateral side of the box. 

 Bemisia tabaci adults were released in Chamber A (where some diseased tomato plants were placed) for 2 weeks 
and then moved toward the neighboring room (Chamber B) by sliding up the partition for their aquitation of 
TYLCV through feeding of diseased host plants. Successful acquisition of TYLCV by whiteflies and subsequent viral 
transfer to healthy tomato plants were routinely examined using a PCR-based viral detection kit.
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Table 1. Assay of tomato plants for their infection with a commercial TYLCV detection kit 

            Test plants No. of tomato plants tested No. of  TYLCV-positive plants 

Severe and typical symptom a 40 40 

Severe and typical symptom b 10 10 

Symptomless C 10 0 

a Naturally infected tomato plants in a window -open greenhouse were used for an assay . 

b  TYLCV -inoculated tomato plants in a EFS-installed growth chamber were used as a positive control . 

 Non-inoculated, healthy tomato plants guarded in a EFS-installed growth chamber were used as a negative control. 

Table 2. Assay of Bemisia tabaci for their viruliferousness with a commercial TYLCV detection kit 

Different collections of tested whitefly adults No. of whitefly adults testedNo. of  TYLCV-positive whitefly 
                                                                           adults 

Diseased tomato plants in a window-open        40 40 
greenhouse 

Control 

  Tomato plants in EFS-installed growth       10 0 
 chamber (for biotype B) 

  Tomato plants in EFS-installed growth       10 0 
 chamber (for biotype Q) 

Table 3. Examination of biotypes of collected Bemisia tabaci with a commercial biotype detection kit 

                                                              No. of Bemisia tabaci adults 
          Origin of collection of tested whitefly adults 

                                                    Tested Biotype B Biotype Q 

Diseased tomato plants in a window-open greenhouse 40 31 5 

Control 

  Tomato plants in EFS-installed growth chamber (for biotype B) 10 10 0 

  Tomato plants in EFS-installed growth chamber (for biotype Q) 10 0 10


